
　本書は、2020年12月5日と6日の2日間、宇都宮市内で開催した「公立・自主夜間中学の社会的意義と課題
を考える集い」（田巻松雄研究グループ主催、宇都宮大学国際学部附属多文化公共圏センター協力）での発言
を記録したものである。この集いを企画した目的は2つあった。1つは、公立夜間中学ならびに自主夜間中学が
大事にしている学びとは何なのか、あるたいは大事にしている学びをどのように実践しようとしているかにつ
いて幅広く学びたかった。もう1つは、公立夜間中学も設置されておらず、自主夜間中学という名称で広く活動
している団体も極めてわずかと思われる栃木県で、公立夜間中学の設置や自主夜間中学の活動に対する社会
的関心を高めたかった。そして同時に、夜間中学に大学人としてどのようにかかわるべきか考えたかった。
　とちぎの地に公立夜間中学校が設置されることを切望している。そして、自主夜間中学をつくる活動を進め
たいと考えている。2021年初頭、約1か月前の集いを思い出しながら、「コロナ禍のこんな時こそ、夜間中学の
必要性はいよいよ増している」と「地域により開かれたセンターへー多様な学びの場を地域で支えるために」
の2つの論考をまとめた（いずれも国際学部附属多文化公共圏センター『年報』2021年3月刊収録）。集いを
開催出来たことで書けた文章であり、夜間中学に対する今の自分の想いが特に込められているそれぞれ最後
の部分を紹介しておきたい。

　学ぶことが出来た人は、学ぶことが出来なかった人に学び直しの場を提供することが出来るのである。公立
夜間中学と自主夜間中学がそれぞれの特徴と強みを発揮しながら連携していけば、多様な学びの場は大きく
広がっていくだろう。

　コロナ禍は、多様な学びの場を奪ってしまう危険性を大いに持っている。コロナ禍に向き合いながら、多様
な学びの場が奪われてしまわないように闘っていく必要がある。コロナ禍で苦境に追い込まれている人ほど学
びの場が必要なのである。コロナ対策が大変だから他のことには手が回らないと考えるのではなく、こんな状
況だからこそ、既存の多様な学びの場を守り発展させるとともに、多様な学びの場を新しく作っていかなけれ
ばならない。

　集いでは、1日目の最初に、福島駅前自主夜間中学の10年の様子を描いたテレビ番組「生徒が主役」（JNN
ドキュメンタリー ザ・フォーカス」2020年10月5日（月）放送）を鑑賞した。その後、「福島に公立夜間中学をつ
くる会」の大谷一代さんからご挨拶いただいた。福島駅前自主夜間中学は学校名のない校歌を作っているが、

「明日の扉を開けてゆこう　生徒が主役の中学校」（1番）と「出会いの奇跡を嚙（か）み締めて　みんなでつく
る中学校」が特に好きな部分だ。
　2021年度は、集いの開催とこの記録集の刊行を確実に次につなげる年度となる。
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